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  （百万円未満切捨て）

1．平成27年3月期第2四半期の連結業績（平成26年4月1日～平成26年9月30日） 

（1）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）
 
  売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 

27年3月期第2四半期 30,090 △8.3 1,105 △33.0 1,269 △28.6 868 △29.0 

26年3月期第2四半期 32,821 8.5 1,648 4.0 1,778 6.5 1,222 14.3 
 
（注）包括利益 27年3月期第2四半期 995 百万円 （△0.6％）   26年3月期第2四半期 1,001 百万円 （17.0％） 
 

 
1株当たり 

四半期純利益 

潜在株式調整後 
1株当たり 

四半期純利益 

  円 銭 円 銭 

27年3月期第2四半期 35.29 － 

26年3月期第2四半期 49.70 － 

 

（2）連結財政状態 

  総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産 

  百万円 百万円 ％ 円 銭 

27年3月期第2四半期 44,784 18,724 41.8 761.15 

26年3月期 41,783 17,789 42.6 723.16 
 
（参考）自己資本 27年3月期第2四半期 18,724 百万円   26年3月期 17,789 百万円 

 

2．配当の状況 

  
年間配当金 

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計 

  円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 

26年3月期 － － － 10.00 10.00 

27年3月期 － －       

27年3月期（予想）     － 5.00 5.00 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無：無 

 

3．平成27年3月期の連結業績予想（平成26年4月1日～平成27年3月31日） 

  （％表示は、対前期増減率）
 

  売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
1株当たり 
当期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭 

通期 55,000 △8.9 500 △64.8 600 △63.6 500 △59.4 20.33 

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無：有 

 



※  注記事項 

（1）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）：無 

新規  －社  （社名）、除外  －社  （社名） 

 

（2）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用：無 

 

（3）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更        ：有 

②  ①以外の会計方針の変更                      ：無 

③  会計上の見積りの変更                        ：無 

④  修正再表示                                  ：無 

（注）詳細は、四半期決算短信（添付資料）4ページの「2.サマリー情報（注記事項）に関する事項（3）会計方針

の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示」をご覧ください。 

 

（4）発行済株式数（普通株式） 

①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 27年3月期2Ｑ 32,000,000 株 26年3月期 32,000,000 株 

②  期末自己株式数 27年3月期2Ｑ 7,400,209 株 26年3月期 7,400,209 株 

③  期中平均株式数（四半期累計） 27年3月期2Ｑ 24,599,791 株 26年3月期2Ｑ 24,600,297 株 

 

 

※  四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 

 この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示

時点において、金融商品取引法に基づく四半期財務諸表のレビュー手続は終了しておりません。 

 

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

 本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判

断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等

は様々な要因により大きく異なる可能性があります。 

 業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、四半期決算短信（添付資

料）3ページの「1.当四半期決算に関する定性的情報（3）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧く

ださい。 
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（1）経営成績に関する説明

 当第2四半期連結累計期間におけるわが国の経済は、政府の経済政策によって企業収益の改善がみられる等、景

気は緩やかな回復基調にありますが、一方で消費税増税前の駆け込み需要の反動による個人消費の落ち込み、円安

による原材料価格の上昇等により、依然として国内景気の先行きは不透明な状況が続いております。

 原料とうもろこしのシカゴ相場は、期初507セント／ブッシェル台で始まりましたが、米国の良好な天候から作

付及び受粉が順調に進んだことや米国及び世界の期末在庫が増加するとの見通しから、7月初旬には400セント／ブ

ッシェルを割り込みました。その後も収穫に適した天候が続き、史上最高の生産高見通しによる需給の緩和観測に

より更に値を下げ第2四半期末時点では320セント／ブッシェル台となりました。

 また、原油相場は期初99ドル／バレル台で始まりましたが、ウクライナの政情不安やイラク情勢の緊迫化等によ

り6月下旬には107ドル／バレルまで値を上げました。その後中国経済成長の鈍化等による石油需要の減少見込みか

ら値を下げ、第2四半期末時点では91ドル／バレル台となりました。 

 一方、米国から日本までの穀物海上運賃は期初56ドル／トン近辺で始まりましたが、中国の穀物輸入が低調であ

ったことや依然として新造船の供給が潤沢なこと等から50ドル／トン台で推移しました。その後米国穀物の出荷時

期を控え上昇し、第2四半期末時点では53ドル／トン近辺となりました。

 為替相場は期初104円／ドル台で始まりましたが、日銀金融政策決定会合での追加緩和の見送り観測から102円／

ドル台まで円高が進みました。その後は、イラク情勢の緊迫化や米国雇用統計をはじめとした各種経済指標の上昇

等の要因が交錯し103円／ドル前後で推移しましたが、日米金利差の拡大や米国株式市場の上昇等を受け円安が進

行し、第2四半期末時点では110円／ドル台となりました。 

 このような状況のもと、当社グループは生産効率の改善、製品在庫水準の適正化及び各種コスト削減に継続的に

取り組むとともに、前期に引き続き付加価値製品の拡販に注力しました。

 販売面につきましては、消費税増税前の駆け込み需要による反動減や西日本を中心とした豪雨や台風等の天候不

順の影響により、清涼飲料及びビール系飲料向け糖化製品の販売が減少したこと等から糖化製品全体の販売数量も

減少しました。一方、澱粉製品につきましては製紙向け工業用澱粉製品の出荷が好調であったことから販売数量は

増加しました。 

 収益面につきましては、糖化製品等の販売数量の減少及び企業間競争激化による販売単価への影響と生産数量の

減少による製造費用負担の増加により収益は悪化しました。

 この結果、当第2四半期連結累計期間における当社グループの売上高は300億9千万円となり前年同期比27億3千万

円（8.3％）の減収、営業利益は11億円と前年同期比5億4千万円（33.0％）の減益、経常利益は12億6千万円と前年

同期比5億円（28.6％）の減益、四半期純利益は8億6千万円と前年同期比3億5千万円（29.0％）の減益となりまし

た。

 次に、各部門の販売概況は以下のとおりであります。

（澱粉部門）

 澱粉部門は製紙向け工業用澱粉製品の販売数量は増加しましたが、販売単価の下落により、売上高は69億2千万

円と前年同期比1億6千万円（2.4％）の減収となりました。

（糖化品部門）

 糖化品部門は、天候不順の影響により清涼飲料及びビール系飲料向け糖化製品等の販売数量が減少したことによ

り、売上高は186億7千万円と、前年同期比24億5千万円（11.6％）の減収となりました。

（ファインケミカル部門）

 ファインケミカル部門は、食品及び医薬品向け糖化製品の販売数量が減少したことにより、売上高は8億9千万円

と前年同期比9千万円（10.0％）の減収となりました。

（副産物部門）

 副産物部門は、販売数量が減少したことにより、売上高は35億9千万円と前年同期比3百万円（0.1％）の減収と

なりました。
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（2）財政状態に関する説明

 当第2四半期連結会計期間における総資産は、447億8千万円となり、前連結会計年度末と比較して30億円の増加

となりました。その主な要因は、短期貸付金が29億円減少したものの、受取手形及び売掛金が39億3千万円、商品

及び製品が4億6千万円、原材料及び貯蔵品が4億1千万円、流動資産のその他が10億5千万円増加したこと等による

ものです。また、負債については、前連結会計年度末と比較して20億6千万円の増加となりました。その主な要因

は、短期借入金が18億円増加したこと等によるものです。

 なお、純資産は187億2千万円となり、自己資本比率は前連結会計年度末と比較して0.8ポイント減少し、41.8％

となりました。

（キャッシュ・フローの状況）

 当第2四半期連結累計期間における現金及び現金同等物（以下資金という）の残高は、前連結会計年度末より3億

4千万円減少し、2億5千万円となりました。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

 営業活動の結果、使用した資金は35億8千万円（前年同期比643.4％増）となりました。

 これは主として、税金等調整前四半期純利益12億6千万円に減価償却費9億2千万円を加算した額から、売上債権

の増加額39億3千万円及びたな卸資産の増加額11億3千万円を控除した額等によるものです。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

 投資活動の結果、獲得した資金は13億9千万円（前年同期比761.1％増）となりました。

 これは主として、短期貸付金の回収（純額）29億円から当社工場設備への投資などの有形固定資産の取得による

支出15億1千万円を控除した額等によるものです。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

 財務活動の結果、獲得した資金は18億4千万円（前年同期は1億6千万円の使用）となりました。

 これは主として、借入金の増加（純額）21億円から配当金の支払額2億4千万円を控除した額等によるものです。

 

（3）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

 平成27年3月期の連結業績予想につきましては、本日公表しました「業績予想の修正に関するお知らせ」をご参

照下さい。

 

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項

（1）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

 該当事項はありません。

 

（2）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

 該当事項はありません。

 

（3）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

（会計方針の変更）

 （退職給付に関する会計基準等の適用）

 「退職給付に関する会計基準」（企業会計基準第26号 平成24年5月17日。以下「退職給付会計基準」という。）

及び「退職給付に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第25号 平成24年5月17日。以下「退職給付

適用指針」という。）を、退職給付会計基準第35項本文及び退職給付適用指針第67項本文に掲げられた定めについ

て第1四半期連結会計期間より適用し、退職給付債務及び勤務費用の計算方法を見直し、退職給付見込額の期間帰属

方法を期間定額基準から給付算定式基準へ変更するとともに、割引率の決定方法についても、従業員の平均残存勤

務期間に近似した年数に基づく割引率から、退職給付の支払見込期間及び支払見込期間ごとの金額を反映した単一

の加重平均割引率を使用する方法へ変更しております。

 退職給付会計基準等の適用については、退職給付会計基準第37項に定める経過的な取扱いに従って、当第2四半期

連結累計期間の期首において、退職給付債務及び勤務費用の計算方法の変更に伴う影響額を利益剰余金に加減して

おります。

 この結果、当第2四半期連結累計期間の期首の退職給付に係る負債が287百万円減少し、利益剰余金が185百万円増

加しております。また、当第2四半期連結累計期間の損益に与える影響は軽微であります。
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３．四半期連結財務諸表

（1）四半期連結貸借対照表

    (単位：百万円) 

 
前連結会計年度 

(平成26年３月31日) 
当第２四半期連結会計期間 

(平成26年９月30日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 609 259 

受取手形及び売掛金 11,557 15,492 

商品及び製品 3,631 4,096 

仕掛品 2,194 2,441 

原材料及び貯蔵品 3,487 3,906 

繰延税金資産 470 536 

短期貸付金 2,900 － 

その他 1,047 2,099 

貸倒引当金 △0 △0 

流動資産合計 25,899 28,831 

固定資産    

有形固定資産    

建物及び構築物（純額） 3,386 3,409 

機械装置及び運搬具（純額） 5,217 4,702 

工具、器具及び備品（純額） 141 159 

土地 1,862 1,862 

リース資産（純額） 53 90 

建設仮勘定 676 1,157 

有形固定資産合計 11,338 11,383 

無形固定資産 398 374 

投資その他の資産    

投資有価証券 3,063 3,208 

長期貸付金 5 4 

繰延税金資産 891 796 

その他 191 189 

貸倒引当金 △4 △4 

投資その他の資産合計 4,147 4,194 

固定資産合計 15,883 15,952 

資産合計 41,783 44,784 
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    (単位：百万円) 

 
前連結会計年度 

(平成26年３月31日) 
当第２四半期連結会計期間 

(平成26年９月30日) 

負債の部    

流動負債    

支払手形及び買掛金 2,130 2,343 

短期借入金 2,200 4,000 

未払金 3,615 3,363 

未払法人税等 17 489 

賞与引当金 980 455 

役員賞与引当金 11 3 

その他 163 400 

流動負債合計 9,119 11,056 

固定負債    

長期借入金 11,010 11,310 

退職給付に係る負債 3,427 3,220 

長期未払金 60 60 

資産除去債務 342 343 

その他 33 68 

固定負債合計 14,874 15,003 

負債合計 23,993 26,059 

純資産の部    

株主資本    

資本金 1,600 1,600 

資本剰余金 328 328 

利益剰余金 17,885 18,692 

自己株式 △2,145 △2,145 

株主資本合計 17,667 18,475 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 177 207 

繰延ヘッジ損益 39 40 

為替換算調整勘定 62 137 

退職給付に係る調整累計額 △157 △136 

その他の包括利益累計額合計 121 249 

純資産合計 17,789 18,724 

負債純資産合計 41,783 44,784 
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（2）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第２四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 

 至 平成25年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 
 至 平成26年９月30日) 

売上高 32,821 30,090 

売上原価 26,795 24,767 

売上総利益 6,025 5,322 

販売費及び一般管理費 4,377 4,217 

営業利益 1,648 1,105 

営業外収益    

受取利息 0 0 

受取配当金 46 47 

持分法による投資利益 138 163 

試作品売却益 20 － 

受取ロイヤリティー 13 13 

受取保険金 15 13 

その他 19 15 

営業外収益合計 255 253 

営業外費用    

支払利息 95 73 

固定資産除却損 27 11 

その他 2 4 

営業外費用合計 125 89 

経常利益 1,778 1,269 

特別利益    

投資有価証券売却益 171 － 

特別利益合計 171 － 

特別損失    

投資有価証券評価損 6 5 

弁護士報酬 7 － 

課徴金 25 － 

特別損失合計 39 5 

税金等調整前四半期純利益 1,910 1,263 

法人税、住民税及び事業税 666 498 

法人税等調整額 22 △102 

法人税等合計 688 395 

少数株主損益調整前四半期純利益 1,222 868 

四半期純利益 1,222 868 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第２四半期連結累計期間）

    (単位：百万円) 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 

 至 平成25年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 
 至 平成26年９月30日) 

少数株主損益調整前四半期純利益 1,222 868 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 △41 29 

繰延ヘッジ損益 △143 1 

退職給付に係る調整額 － 21 

持分法適用会社に対する持分相当額 △35 74 

その他の包括利益合計 △220 127 

四半期包括利益 1,001 995 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 1,001 995 

少数株主に係る四半期包括利益 － － 
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（3）四半期連結キャッシュ・フロー計算書

    （単位：百万円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 

 至 平成25年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 
 至 平成26年９月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー    

税金等調整前四半期純利益 1,910 1,263 

減価償却費 911 920 

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △20 － 

退職給付引当金の増減額（△は減少） △1 － 

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） － △207 

投資有価証券評価損益（△は益） 6 5 

投資有価証券売却損益（△は益） △171 － 

受取利息及び受取配当金 △47 △47 

支払利息 95 73 

持分法による投資損益（△は益） △138 △163 

固定資産除却損 27 11 

弁護士報酬 7 － 

課徴金 25 － 

売上債権の増減額（△は増加） △1,112 △3,934 

たな卸資産の増減額（△は増加） △634 △1,131 

仕入債務の増減額（△は減少） △129 212 

その他 80 △676 

小計 809 △3,673 

利息及び配当金の受取額 143 184 

利息の支払額 △93 △74 

課徴金の支払額 △448 － 

法人税等の支払額又は還付額（△は支払） △893 △23 

営業活動によるキャッシュ・フロー △482 △3,586 

投資活動によるキャッシュ・フロー    

有形固定資産の取得による支出 △901 △1,517 

無形固定資産の取得による支出 △123 △30 

投資有価証券の取得による支出 △2 △2 

投資有価証券の売却による収入 210 45 

短期貸付金の純増減額（△は増加） 1,000 2,900 

長期貸付金の回収による収入 1 1 

その他 △22 △2 

投資活動によるキャッシュ・フロー 161 1,392 

財務活動によるキャッシュ・フロー    

短期借入金の純増減額（△は減少） 200 2,300 

長期借入れによる収入 3,100 300 

長期借入金の返済による支出 △3,142 △500 

自己株式の取得による支出 △0 － 

配当金の支払額 △313 △242 

リース債務の返済による支出 △12 △13 

財務活動によるキャッシュ・フロー △169 1,844 

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △489 △349 

現金及び現金同等物の期首残高 1,068 609 

現金及び現金同等物の四半期末残高 578 259 
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（4）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

 該当事項はありません。

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

 該当事項はありません。
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